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平成２８年度にかほ市一般会計・特別会計歳入歳出決算 

及び基金の運用状況の審査意見について     

 

地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定により審査に付された、平成

２８年度にかほ市一般会計･特別会計歳入歳出決算並びに基金の運用状況について審査し

たので、その結果について次のとおり意見を提出する。 
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平成平成平成平成２８２８２８２８年度年度年度年度    一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見     

 

第１第１第１第１     審査の対象審査の対象審査の対象審査の対象     

  ◇◇◇◇一般会計一般会計一般会計一般会計     

     平成２８年度にかほ市一般会計歳入歳出決算 

 

  ◇◇◇◇特別会計特別会計特別会計特別会計     

     平成２８年度にかほ市国民健康保険事業特別会計事業勘定歳入歳出決算 

     平成２８年度にかほ市国民健康保険事業特別会計施設勘定歳入歳出決算 

     平成２８年度にかほ市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

     平成２８年度にかほ市簡易水道特別会計歳入歳出決算 

平成２８年度にかほ市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算 

平成２８年度にかほ市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

 

第２第２第２第２     審査の期間審査の期間審査の期間審査の期間     

     平成２９年７月５日から平成２９年８月１７日まで 

 

第３第３第３第３     審査の方法審査の方法審査の方法審査の方法     

    審査に付された各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及

び財産に関する調書について、関係法令に準拠して作成されているかを確かめ、これ

らの正確性を検証するため、関係諸帳簿その他証書類との照合のほか、それぞれ所管

課の説明を聴取し、予算の執行状況の適否について審査した。 

 

第４第４第４第４     審査の結果及び意見審査の結果及び意見審査の結果及び意見審査の結果及び意見     

            審査に付された各会計歳入歳出決算及び決算付属書類は、いずれも関係法令に基づ

いて作成されており、その計数は関係諸帳票類と照合した結果、誤りのないものと認

められた。 

   また、予算の執行及び関連する事務処理は、おおむね適正に行われているものと認

められた。審査過程で見受けられた事務手続きにおいて、留意すべき点については、

審査時に担当職員に口頭で指摘又は是正の検討を要望したので内容の記述は省略す

る。 

 

 １ 決算総額について 

   本年度の一般会計の決算額は、歳入が前年度より 12.2％減の１５１億４，６６５万
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１千円、歳出が 12.0％減の１４９億８７６万円となっている。 

これに特別会計を加えた決算の総額では、歳入が 9.2％減の２１０億８，１３１万

４千円、歳出が 9.0％減の２０７億６，５０７万３千円となっており、いずれも前年

度を下回っている。 

一般会計では、歳入歳出差引額（形式収支）が２億３，７８９万１千円となり、前

年度の歳入歳出差引額３億１，５５１万９千円を下回っている。 

また、繰越明許による翌年度への繰越財源が前年度は６，２０６万４千円となって

いたが、本年度は１，０１６万５千円となっており、歳入歳出差引額から翌年度への

繰越財源を控除した実質収支額は、前年度より２，５７２万９千円減少し２億２，７

７２万６千円の黒字となっている。（Ｐ１１参照） 

これに特別会計を加えた実質収支の総額では、前年度の３億１，３６２万４千円か

ら９３６万円減少し、３億４２６万４千円の黒字となっている。（Ｐ３７参照） 

    

平成平成平成平成２８２８２８２８年度一般会計・特別会計決算構成図年度一般会計・特別会計決算構成図年度一般会計・特別会計決算構成図年度一般会計・特別会計決算構成図    

 

 

 

一般会計, 

15,146,651 
国保事業勘定, 

3,430,112 

国保施設勘定, 

85,113 

後期高齢者医療, 

280,968 

簡易水道, 549,340 

公共下水道, 

1,161,879 

農集排, 427,251 歳歳歳歳 入入入入

歳入合計 21,081,314千円

一般会計, 

14,908,760 

国保事業勘定, 

3,399,672 

国民施設勘定, 

71,759 

後期高齢者医療, 

297,354 

簡易水道, 

549,340 

公共下水道, 

1,136,182 

農集排, 420,006 歳歳歳歳 出出出出

歳出合計 20,765,073千円
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 ２ 一般会計における財政状況について 

単年度収支は、平成２８年度の実質収支２億２，７７２万６千円から、平成２７年

度の実質収支２億５，３４５万５千円を差引いて２，５７２万９千円の赤字となって

いる。 

   平成２８年度末における財政調整基金残高は、２４億７，０４５万円となっている。

また起債の繰上償還金として、前年度より１，６４７万６千円減の７億１，７９２ 

万２千円を支出している。 

   単年度収支に積立金、繰上償還金、積立金取崩し額を加減した実質単年度収支は、

６億４，３４５万３千円の黒字となっている。 

   平成２８年度末市債残高は、前年度比１０億１，８０７万６千円減少し、１７３億

８，１６６万１千円となっている。基金については、前年度比５，２９６万５千円減

の５１億９，３８６万３千円となっている。 

 

３ 決算における各種財政指数について 

  当該決算における各種財政指数を前年度と比較すると、経常収支比率が 3.0 ポイン

ト、義務的経費比率が 6.9 ポイント、公債費負担比率が 1.2 ポイントそれぞれ上昇し、

実質収支比率が 0.3 ポイント、財政力指数が 0.002 ポイント、経常一般財源等比率が

3.6 ポイントそれぞれ低下している。 

 財政指数 平成 28 年度 平成 27 年度 平成 26 年度 
類似団体 

平均値 

実質収支比率（％） 2.4 2.7 2.3 6.7 

財政力指数 0.381 0.383 0.387 0.55 

経常収支比率（％） 86.6 83.6 86.4 88.3 

経常一般財源等比率（％） 93.9 97.5 92.2 96.2 

義務的経費比率（％） 50.4 43.5 49.3 40.7 

公債費負担比率（％） 24.3 23.1 22.3 15.4 

 ＊類似団体平均値は平成２７年度決算値による 

 

  財源構造の弾力性を示す「経常収支比率」「公債費負担比率」、歳入構造の安定性を

示す「経常一般財源等比率」は悪化している。 

 

 ４ 一般会計歳入について 

   一般会計の収入済額を前年度と比較すると、自主財源が３億２，８７４万７千円

（7.6％）減の３９億８，３３８万７千円、依存財源が１７億７，８２９万７千円
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（13.7％）減の１１１億６，３２６万４千円となっている。合計では２１億７０４万

３千円（12.2％）減の１５１億４，６６５万１千円となっている。 

   内容別に見ると、自主財源の減少については、諸収入が１，７６９万４千円（4.2％）

増の４億３，４７９万３千円、繰越金が８６１万４千円（2.8％）増の３億１，５５

２万円となったが、繰入金が１億４，８５０万５千円（50.4％）減の１億４，６１２

万２千円、市税が１億７２７万９千円（3.8％）減の２６億９，８４５万９千円、財

産収入が６，９３７万１千円（54.3％）減の５，８３０万円となったことが主な要因

となっている。 

   依存財源の減少については、市債が１１億７，２８４万１千円（38.8％）減の１８

億４，７８７万４千円、県支出金が１億６，１７４万５千円（12.8％）減の１１億５

９万５千円、国庫支出金が２億４，４３７万８千円（12.1％）減の１７億６，９４３

万８千円、地方交付税が１億８６０万１千円（1.9％）減の５７億４，８５８万２千

円となったことが主な要因となっている。 

   国庫支出金は熱回収施設の建設工事の事業費減少に伴う循環型社会形成推進交付金

の減少、県支出金は、観光拠点センター整備事業の完了に伴う減少、普通交付税では

基準財政収入額が１億９，０３７万５千円の増加、合併特例債や臨時財政対策債の償

還費の増加等により基準財政需要額が３億６，６６４万３千円増加したものの、合併

算定替えの縮小開始により地方交付税は減少したものである。市債は、熱回収施設の

建設工事の終了に伴う事業費の減少と観光拠点センター整備事業の完了による合併

特例債が減少したためである。 

収入未済額については、前年度より３２３万１千円（1.7％）減の１億９，１９８

万５千円となっている。未収金対策は、自主財源の確保及び負担の公平性の観点から

も重要課題であることから、滞納者個々の現状把握に努めながら未収金の圧縮に努め

るとともに、新たな発生を抑制する対策を引き続き進められたい。 

   不納欠損額については、総額で前年度比４８９万８千円（83.3％）増の１，０７８

万１千円となっている。なお、不納欠損処分に当たっては、安易に処分することなく

十分な調査の上、慎重かつ適正に対処されたい。 

 

 ５ 一般会計歳出について 

   一般会計の支出済額を前年度と比較すると２０億２，９４１万５千円（12.0％）減

の１４９億８７６万円となっている。 

   これを性質別に見ると、消費的経費については３，２９２万８千円（0.4％）増の７

７億７，９７９万６千円となっている。このうち扶助費では９，９７９万７千円（4.3％）

増の２４億２，５２３万３千円となっており、これは臨時福祉給付金等の増によるも
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のである。人件費は８，２２７万１千円（3.5％）減の２３億５６万７千円となって

おり、これは、職員数の減少による職員給・共済費の減、退職者数の減少による退職

手当負担金の減等によるものである。 

   投資的経費では、普通建設事業費（補助）が１３億４，８１８万４千円（50.3％）

減の１３億３，４０３万円となっている。また、普通建設事業費（単独）についても

７億９，８２０万４千円（52.9％）減の７億１，１０９万円となっている。これらは、

熱回収施設の本体建設工事の終了等によるものである。 

   その他の経費では、８，０４７万４千円（1.6％）増の５０億７，９７６万９千円と

なっている。このうち公債費では、任意の繰上償還等により１億９，０８４万４千円

（6.7％）増の３０億２，２１５万７千円となっている。また、積立金は１億８８１

万８千円（47.2％）減の１億２，１５０万７千円となっており、これは市税や地方交

付税等、ふるさと納税等の減収に伴い財政調整基金、みらい創造基金等が減少したこ

とによるものである。 

 

 ６ 特別会計について 

   ６特別会計の決算総額は、歳入が前年度より３，２０５万６千円（0.5％）減の５９

億３，４６６万３千円、歳出が３，５２３万３千円（0.6％）減の５８億５，６３１

万３千円となっている。 

   この結果、歳入歳出差引額（形式収支）は７，８３５万円となり、前年の歳入歳出

差引額７，５１７万３千円を上回っている。また翌年度への繰越額を控除した実質収

支額では、前年度より１，６３６万９千円増の７，６５３万８千円となっている。 

   各会計別の実質収支については、６特別会計において黒字決算となっている。 

   特別会計の収入未済額は、前年度より９０８万１千円（5.8％）減少し、総額で１億

４，６５４万１千円となっている。このうち最も多いのが国民健康保険事業（事業勘

定）で、総額の 94.5％を占めているが、前年度と比較して９２７万８千円減少してい

る。また、特別会計の不納欠損額は、前年度３７０万３千円から２６１万円（70.5％）

減少し、１０９万３千円となっている。 

   未収金対策については、一般会計と情報を共有し、適切な実態の把握や綿密な計画

性を持ち、さらに改善に努力を傾けるよう望むものである。 

 

７ むすび 

本市の平成２８年度の財政状況については、一般財源の根幹をなす市税が法人市民

税の大幅な減少などにより対前年比３．８％減少しており、さらに地方交付税が対前

年度比１．９％減少している。 
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法人市民税については、大手製造企業が親会社へ承継されたことなどから、地方交

付税については、合併時の激変緩和措置の段階的縮小などによるもので、今後の市税

や地方交付税の合併算定替えによる減少などで多くを期待できる状況ではない。 

また、市債残高についても依然として一般会計の予算規模をかなり上回るなど、今

後とも財政運営は厳しい状態が続くことが予想される。 

しかしながら、過去１０年間で民間資金を中心に比較的金利の高い市債を中心に５

３億７，８０６万９千円の繰上償還を行い、また財政調整基金に必要な積立てを行う

など将来を見据えた財政上の措置も講じられていると思われる。 

今後とも、人口減少による各方面にわたる歪みや、高齢化の進展による社会保障関

連経費の増高が想定されるなど、様々な行政課題に対応していく必要があり、最大の

効果を発揮する効率的、効果的な行政執行が強く求められている。 

 

本市が誕生してから既に１０年以上が経過し、行財政運営の更なる一体化・効率化

を図るとともに、本年３月に策定された「にかほ市公共施設等総合管理計画」の具体

化を着実に推進しながら組織の体質強化、職員一人ひとりの意識改革、能力向上に一

層努めることが必要である。 

今後は、平成２９年度を初年度とする第２次総合発展計画に基づく各施策が実施さ

れることから、前計画から継承された本市の基本理念である「夢のあるまち 豊かな

まち 元気なまち」を実現するため、市民と行政が知恵を出し合い、暮らしやすいい

まちづくりの実現に向けて邁進されることを望むものである。 
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平成平成平成平成２８２８２８２８年度決算審査概要年度決算審査概要年度決算審査概要年度決算審査概要    

１．各会計の決算総額 

  一般会計・特別会計の年度別決算額の推移は、次のとおりである。 

                                                                （単位：円、％） 

     区 分 

年 度 
歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額 

２８ 

一 般 15,146,651,393 14,908,759,649 237,891,744 

特 別 5,934,664,208 5,856,312,233 78,351,975 

計 21,081,315,601 20,765,071,882 316,243,719 

２７ 

一 般 17,253,694,363 16,938,174,851 315,519,512 

特 別 5,966,719,664 5,891,545,505 75,174,159 

計 23,220,414,027 22,829,720,356 390,693,671 

比 較 

一 般 △2,107,042,970 △2,029,415,202 △77,627,768 

特 別 △32,055,456 △35,233,272 3,177,816 

計 △2,139,098,426 △2,064,648,474 △74,449,952 

増減率 

一 般   △12.2   △12.0  △24.6 

特 別   △0.5   △0.6    4.2 

計    △9.2    △9.0   △19.1 

 

 平成２８年度一般会計・特別会計総計決算額は、歳入総額２１０億８，１３１万５，６０１

円で、前年度に比較して２１億３，９０９万８，４２６円（9.2％）減、歳出総額２０７億６，

５０７万１，８８２円で、前年度に比較して２０億６，４６４万８，４７４円（9.0％）減とな

っている。 

 なお、歳入歳出差引額は３億１，６２４万３，７１９円で、前年度に比較して７，４４４万

９，９５２円（19.1％）減となっている。 
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２．財政指数の推移 

 普通会計における主な財政指数の推移は、次表のとおりである。 

財 政 指 数 平成 28 年度 平成 27 年度 比   較 

①実 質 収 支 比 率（％） 2.4 2.7 △0.3 

②財 政 力 指 数 0.381 0.383 △0.002 

③経 常 収 支 比 率（％） 86.6 83.6 3.0 

④経常一般財源等比率（％） 93.9 97.5 △3.6 

⑤義 務 的 経 費 比 率 （％） 50.4 43.5 6.9 

⑥公 債 費 負 担 比 率 （％） 24.3 23.1 1.2 

 

① 実質収支比率は、財政運営の健全性を判断するために用いられる指数であり３～５％が望ましい

とされている。 

平成 28 年度は２．４％となり、前年度に比較して０．３ポイント低下している。 

 

 

② 財政力指数は、財政構造における財政力の強弱を判断するために用いられる指数であり、指数が

１に近いほど財政力が強く、１を超えるほど財源に余裕がある。 

  平成 28 年度は０．３８１となり、前年度に比較して０．００２ポイント低下している。 

 

 

2.4

2.8

2.3

2.7

2.4

1.5

2

2.5

3

3.5

4

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

0.392

0.385 0.387

0.383

0.381

0.375

0.38

0.385

0.39

0.395

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度



- 9 - 

 

③ 経常収支比率は、財政構造の弾力性を判断するために用いられる指数であり 80％を超えると財政 

構造が硬直化傾向にあるといわれている。         

平成 28 年度は８６．６％となり、前年度に比較して３．０ポイント上昇している。 

 

 

④ 経常一般財源等比率は、歳入構造の安定性を判断するために用いられる指数であり、100％を超

える度合が高いほど一般財源に余裕があり、歳入構造に弾力性がある。 

    平成 28 年度は９３．９％となり、前年度に比較して３．６ポイント低下している。 

 

 

⑤ 義務的経費比率は、性質別経費のうち非弾力的性格の強い人件費、扶助費および公債費の歳出総

額に占める割合で、この比率の増大は財政構造の硬直化を表す。 

  平成 28 年度は５０．４％となり、前年度に比較して６．９ポイント上昇している。 
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⑥ 公債費負担比率は、公債費に充当された一般財源の一般財源総額に対する比率で、この比率の増

大は財政運営の硬直化を表す。 

  平成 28 年度は２４．３％となり、前年度に比較して１．２ポイント上昇している。 

 

 

３．市債現在高の状況 

  市債年度末現在高は、次表のとおりとなっている。 

（単位：千円、％） 

区    分 平成 28 度 平成 27 年度 比  較 伸び率 

一 般 会 計 17,381,661 18,399,737 △1,018,076 △ 5.5 

簡 易 水 道 特 別 会 計 1,047,871 652,990 394,881 60.5 

公共下水道事業特別会計 10,504,082 10,769,948 △ 265,866 △ 2.5 

農業集落排水事業特別会計 3,366,170 3,506,796 △ 140,626  △ 4.0 

合   計 32,299,784 33,329,471 △1,029,687 △ 3.1 

 平成２８年度一般会計・特別会計市債現在高は、総額３２２億９，９７８万４千円で、前年度に比 

較して１０億２，９６８万７千円（3.1％）減となっている。 
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一般会計決算一般会計決算一般会計決算一般会計決算審査審査審査審査概概概概要要要要    

 

１．決 算 の 概 要 

（１）決 算 総 額 

                                            （単位：円、％） 

区 分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 
予 算 執 行 率 

歳 入 歳 出 

平成 28 年度 15,737,075,000 15,146,651,393 14,908,759,649 237,891,744 96.2 94.7 

平成 27 年度 17,548,865,000 17,253,694,363 16,938,174,851 315,519,512 98.3 96.5 

比較増減 △ 1,811,790,000 △ 2,107,042,970 △ 2,029,415,202 △ 77,627,768  △ 2.1 △ 1.8 

増 減 率 △ 10.3  △ 12.2 △ 12.0 △ 24.6  － － 

 

 一般会計の本年度決算額は、歳入が１５１億４，６６５万１，３９３円、歳出が１４９億８７５万９

６４９円で、歳入歳出差引額は２億３，７８９万１，７４４円となっている。これを前年度と比較する

と、歳入は２１億７０４万２，９７０円（12.2％）、歳出は２０億２，９４１万５，２０２円（12.0％）

それぞれ減少し、歳入歳出差引額は７，７６２万７，７６８円（24.6％）減少している。 

 

（２）決算収支の状況 

（単位：千円、％） 

区    分 平成 28 度 平成 27 年度 比 較 増 減 増減率 

歳 入 総 額      A 15,146,651 17,253,694 △ 2,107,043 △12.2 

歳 出 総 額      B 14,908,760 16,938,175 △ 2,029,415 △12.0 

歳入歳出差引額     A－B=C 237,891 315,519 △ 77,628 △24.6 

翌年度に繰越すべき財源  D 10,165 62,064 △ 51,899 △83.6 

実 質 収 支    C－D=E 227,726 253,455 △ 25,729 △10.2 

前年度実質収支          F 253,455 214,564 38,891 18.1 

単 年 度 収 支    E－F=G △ 25,729 38,891 △ 64,620 △166.2 

積 立 金         H 406 69,199 △ 68,793 △99.4 

繰 上 償 還 金          I 717,922 734,398 △ 16,476 △2.2 

積立金取崩し額          J 49,146 1,922 47,224 2,457.0 

実質単年度収支  G+H+I-J=K 643,453 840,566 △ 197,113 △23.5 

 

平成 28 年度の決算収支は、歳入歳出差引額（形式収支）では２億３，７８９万１千円、実質収支で

は２億２，７７２万６千円の黒字となっている。この額から前年度の実質収支額２億５，３４５万５千

円を差し引いた単年度収支は２，５７２万９千円の赤字となり、この単年度収支に積立金（財政調整基

金）４０万６千円、繰上償還金７億１，７９２万２千円、積立金取崩し額４，９１４万６千円を加減し

た実質単年度収支では、６億４，３４５万３千円の黒字となっている。 
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２．歳   入 

（１）歳 入 決 算 状 況 

（単位：円、％） 

区 分 予算現額 調定額(A) 収入済額(B) 不納欠損額 収入未済額 
収入率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 15,737,075,000 15,349,417,404 15,146,651,393 10,781,176 191,984,835 98.7 

平成 27 年度 17,548,865,000 17,454,793,595 17,253,694,363 5,883,310 195,215,922 98.8 

比較増減 △1,811,790,000 △2,105,376,191 △2,107,042,970 4,897,866 △3,231,087 △0.1 

増 減 率 △ 10.3 △ 12.1 △ 12.2 83.3 △ 1.7 － 

 

 本年度の歳入の決算状況は、予算現額１５７億３，７０７万５，０００円、調定額１５３億４，９４

１万７，４０４円、収入済額１５１億４，６６５万１，３９３円、不納欠損額１，０７８万１，１７６

円、収入未済額１億９，１９８万４，８３５円で、調定額に対して９８．７％の収入率となっている。 

 これを前年度と比較すると、予算現額は１８億１，１７９万円（10.3％）の減、調定額は２１億５３

７万６，１９１円（12.1％）の減、収入済額は２１億７０４万２，９７０円（12.2％）の減、不納欠損

額は４８９万７，８６６円（83.3％）の増、収入未済額は３２３万１，０８７円（1.7％）の減とそれ

ぞれなっている。 
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（２）歳入款別決算状況 

（単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 調 定 額  収 入 済 額 
不  納 

欠 損 額 
収入未済額 

収 入 割 合 

予 算

対 比 

調 定

対 比 

構 成

比 率 

⒈市   税 2,691,377,000 2,876,400,609 2,698,459,278 10,541,616 167,399,715 100.3 93.8 17.8 

⒉地方譲与税 196,584,000 196,584,000 196,584,000 0 0 100.0 100.0 1.3 

⒊利子割交付

金 
3,867,000 3,867,000 3,867,000 0 0 100.0 100.0 0.0 

⒋配当割交付

金 
4,791,000 4,791,000 4,791,000 0 0 100.0 100.0 0.0 

⒌株式等譲渡

所得割交付

金 

2,524,000 2,524,000 2,524,000 0 0 100.0 100.0 0.0 

⒍地方消費税

交付金 
445,805,000 445,805,000 445,805,000 0 0 100.0 100.0 2.9 

⒎自動車取得

税交付金 
31,190,000 31,190,000 31,190,000 0 0 100.0 100.0 0.2 

⒏地方特例交

付金 
9,130,000 9,130,000 9,130,000 0 0 100.0 100.0 0.1 

⒐地方交付税 5,748,582,000 5,748,582,000 5,748,582,000 0 0 100.0 100.0 38.0 

10.交通安全

対策特別交

付金 

2,885,000 2,885,000 2,885,000 0 0 100.0 100.0 0.0 

11.分担金及

び負担金 
95,967,000 96,213,659 95,440,949 0 772,710 99.5 99.2 0.6 

12.使用料及

び手数料 
185,278,000 209,561,143 195,636,743 0 13,924,400 105.6 93.4 1.3 

13.国庫支出金 2,029,927,000 1,769,437,596 1,769,437,596 0 0 87.2 100.0 11.7 

14.県支出金 1,109,362,000 1,100,594,641 1,100,594,641 0 0 99.2 100.0 7.3 

15.財産収入 56,522,000 60,791,804 58,300,292 187,380 2,304,132 103.1 95.9 0.4 

16.寄 附 金  39,115,000 39,115,022 39,115,022 0 0 100.0 100.0 0.2 

17.繰 入 金  146,122,000 146,122,000 146,122,000 0 0 100.0 100.0 1.0 

18.繰 越 金 315,519,000 315,519,512 315,519,512 0 0 100.0 100.0 2.1 

19.諸 収 入  438,454,000 442,429,418 434,793,360 52,180 7,583,878 99.2 98.3 2.9 

20.市   債 2,184,074,000 1,847,874,000 1,847,874,000 0 0 84.6 100.0 12.2 

合   計 15,737,075,000 15,349,417,404 15,146,651,393 10,781,176 191,984,835 96.2 98.7 100.0 
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（３）歳入財源別比較表 
（単位：円、％） 

区    分 
平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比較 

収入済額 構成比率 収入済額 構成比率 増減額 増減率 

自 
 
 

主 
 
 

財 
 
 

源 

市     税 2,698,459,278 17.8 2,805,738,092 16.3 △107,278,814 △3.8 

分担金及び負担金 95,440,949 0.6 101,723,928 0.6 △6,282,979 △6.2 

使用料及び手数料 195,636,743 1.3 203,478,056 1.2 △7,841,313 △3.9 

財 産 収 入 58,300,292 0.4 127,671,298 0.7 △69,371,006 △54.3 

寄 附 金 39,115,022 0.2 54,890,901 0.3 △15,775,879 △28.7 

繰 入 金 146,122,000 1.0 294,627,000 1.7 △148,505,000 △50.4 

繰 越 金 315,519,512 2.1 306,905,107 1.8 8,614,405 2.8 

諸 収 入 434,793,360 2.9 417,099,174 2.4 17,694,186 4.2 

計 3,983,387,156 26.3 4,312,133,556 25.0 △328,746,400  △ 7.6 

依 
 
 
 

存 
 
 
 

財 
 
 
 

源 

地 方 譲 与 税 196,584,000 1.3 198,810,003 1.1 △2,226,003 △1.1 

利子割交付金  3,867,000 0.0 4,791,000 0.0 △924,000 △19.3 

配当割交付金  4,791,000 0.0 10,115,000 0.1 △5,324,000 △52.6 

株式等譲渡所得割交付金 2,524,000 0.0 6,934,000 0.0 △4,410,000 △63.6 

地方消費税交付金 445,805,000 2.9 526,933,000 3.1 △81,128,000 △15.4 

自動車取得税交付金 31,190,000 0.2 27,512,000 0.2 3,678,000 13.4 

地方特例交付金 9,130,000 0.1 9,402,000 0.1 △272,000 △2.9 

地 方 交 付 税 5,748,582,000 38.0 5,857,183,000 33.9 △108,601,000 △1.9 

交通安全対策特別交付金 2,885,000 0.0 3,011,000 0.0 △126,000 △4.2 

国 庫 支 出 金 1,769,437,596 11.7 2,013,815,243 11.7 △244,377,647 △12.1 

県 支 出 金 1,100,594,641 7.3 1,262,339,561 7.3 △161,744,920 △12.8 

市 債 1,847,874,000 12.2 3,020,715,000 17.5 △1,172,841,000 △38.8 

計 11,163,264,237 73.7 12,941,560,807 75.0 △1,778,296,570 △13.7 

合   計 15,146,651,393 100.0 17,253,694,363 100.0 △2,107,042,970 △12.2 

  本年度の歳入決算額を財源別に比較すると、自主財源と依存財源の比率は 26.3 対 73.7 であり、自主

財源の構成比率は、前年度と比較して 1.3％増加している。 

本年度の自主財源は３９億８，３３８万７，１５６円で、前年度と比較して３億２，８７４万６，４

００円（7.6％）減少している。これは、前年度と比較して諸収入が１，７６９万４，１８６円（4.2％）、

繰越金が８６１万４，４０５円（2.8％）増加したものの、市税が１億７２７万８，８１４円（3.8％）、

財産収入が６，９３７万１，００６円（54.3％）、繰入金が１億４，８５０万５，０００円（50.4％）

減少したことなどによる。 

 本年度の依存財源は１１１億６，３２６万４，２３７円で、前年度と比較して１７億７，８２９万６，

５７０円（13.7％）減少している。これは、市債が１１億７，２８４万１，０００円（38.8％）、国庫

支出金が２億４，４３７万７，６４７円（12.1％）、県支出金が１億６，１７４万４，９２０円（12.8％）、

地方交付税が１億８６０万１，０００円（1.9％）減少したことなどによる。 
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（歳入財源別比較の推移）（歳入財源別比較の推移）（歳入財源別比較の推移）（歳入財源別比較の推移）    

（単位：円） 

 

 

（自主財源（自主財源（自主財源（自主財源決算決算決算決算状況状況状況状況のののの推移）推移）推移）推移）    

         （単位：百万円） 

 

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

4,350,185,056 

4,312,133,556 

3,983,387,156 

10,492,539,961 

12,941,560,807 

11,163,264,237 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

自主財源 4,350,185,056 4,312,133,556 3,983,387,156

依存財源 10,492,539,961 12,941,560,807 11,163,264,237

自主財源 依存財源

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

2,723 

2,806 

2,698 

207 

203 

196 

576 

295 

146 

270 

307 

316 

381 

417 

435 

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

市 税 2,723 2,806 2,698

分担金 118 102 95

使用料 207 203 196

財産収入 58 128 58

寄附金 18 55 39

繰入金 576 295 146

繰越金 270 307 316

諸収入 381 417 435

市 税 分担金 使用料 財産収入

寄附金 繰入金 繰越金 諸収入
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３．歳   出 

（１）歳 出 決 算 状 況 

（単位：円、％） 

区 分 予算現額(A) 支出済額(B) 
翌年度繰越額 

(C) 
不 用 額 
A-(B+C) 

執行率 
(B)/(A) 

平成 28 年度 15,737,075,000 14,908,759,649 575,120,000 253,195,351 94.7 

平成 27 年度 17,548,865,000 16,938,174,851 390,506,000 220,184,149 96.5 

比較増減 △1,811,790,000 △2,029,415,202 184,614,000 33,011,202 △1.8 

増 減 率 △10.3 △12.0 47.3 15.0 － 

 

 本年度の歳出の決算状況は、予算現額１５７億３，７０７万５，０００円、支出済額１４９億８７５

万９，６４９円、翌年度繰越額５億７，５１２万円、不用額２億５，３１９万５，３５１円で、予算現

額に対して９４．７％の執行率となっている。 

 これを前年度と比較すると、予算現額は１８億１，１７９万円（10.3％）の減、支出済額は２０億２，

９４１万５，２０２円（12.0％）の減、翌年度繰越額は１億８，４６１万４，０００円（47.3％）の増

となっている。 

 なお、執行率は 1.8％減の 94.7％となっている。 

 不用額２億５，３１９万５，３５１円は、予算現額に対して 1.6％であり、前年度に比較して３，３

０１万１，２０２円（15.0％）増加している。 
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（２）歳出款別決算状況 

（単位：円、％） 

科   目 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 

執 行 割 合 

予算対比 構成比率 

⒈議 会 費 131,927,000 130,478,712 0 1,448,288 98.9  0.9 

⒉総 務 費 1,583,488,000 1,533,279,998 2,043,000 48,165,002 96.8 10.3 

⒊民 生 費 4,043,347,000 3,932,417,094 23,944,000 86,985,906 97.3 26.4 

⒋衛 生 費 1,754,837,000 1,741,787,171 0 13,049,829 99.3 11.7 

⒌労 働 費 12,227,000 12,117,768 0 109,232 99.1  0.1 

⒍農林水産業費 1,086,738,000 1,068,024,941 11,877,000 6,836,059 98.3  7.1 

⒎商 工 費 613,241,000 595,619,161 0 17,621,839 97.1  4.0 

⒏土 木 費 1,244,630,000 1,111,455,812 119,956,000 13,218,188 89.3  7.4 

⒐消 防 費 572,890,000 563,436,965 0 9,453,035 98.3  3.8 

⒑教 育 費 1,651,732,000 1,197,707,507 417,300,000 36,724,493 72.5  8.0 

⒒災害復旧費  550,000 277,274 0 272,726 50.4  0.0 

⒓公 債 費 3,022,165,000 3,022,157,246 0 7,754 100.0 20.3 

⒔諸 支 出 金 2,000 0 0 2,000  0.0 － 

⒕予 備 費 19,301,000 0 0 19,301,000  0.0 － 

合       計 15,737,075,000 14,908,759,649 575,120,000 253,195,351 94.7 100.0 

 

 款別の支出済額では、民生費３９億３，２４１万７，０９４円（構成比率 26.4％）が最も多く、次い

で、公債費３０億２，２１５万７，２４６円（構成比率 20.3％）、衛生費１７億４，１７８万７，１７

１円（構成比率 11.7％）、総務費１５億３，３２７万９，９９８円（構成比率 10.3％）、教育費１１億

９，７７０万７，５０７円（構成比率 8.0％）、土木費１１億１，１４５万５，８１２円（構成比率 7.4％）

の順となっている。 
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（歳出款別決算状況の推移）（歳出款別決算状況の推移）（歳出款別決算状況の推移）（歳出款別決算状況の推移）    

（単位：百万円） 

 

1,724 

1,797 

1,533 

3,908 

3,779 

3,932 

1,071 

2,966 

1,742 

902 

1,094 

1,068 

605 

1,142 

596 

1,182 

1,114 

1,111 

669 

556 

563 

1,584 

1,502 

1,198 

2,742 

2,831 

3,022 

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

議 会 費 125 144 130

総 務 費 1,724 1,797 1,533

民 生 費 3,908 3,779 3,932

衛 生 費 1,071 2,966 1,742

労 働 費 12 12 12

農林水産業費 902 1,094 1,068

商 工 費 605 1,142 596

土 木 費 1,182 1,114 1,111

消 防 費 669 556 563

教 育 費 1,584 1,502 1,198

災害復旧費 11 1 1

公 債 費 2,742 2,831 3,022

議 会 費 総 務 費 民 生 費

衛 生 費 労 働 費 農林水産業費

商 工 費 土 木 費 消 防 費

教 育 費 災害復旧費 公 債 費
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（３）性質別支出済額の状況 

（単位：千円、％） 

区   分 
平成 28 年度 平成 27 年度 前年度比較 

支出済額 構成比率 支出済額 構成比率 増 減 額 増減率 

消 

費 

的 

経 

費 

人  件  費 2,300,567 15.4 2,382,838 14.1 △ 82,271 △ 3.5 

物  件  費 1,920,965 12.9 1,952,278 11.5 △ 31,313 △ 1.6 

維 持 補 修 費 176,926 1.2 158,887 0.9 18,039 11.4 

扶  助  費 2,425,233 16.3 2,325,436 13.7 99,797 4.3 

補 助 費 等 956,105 6.4 927,429 5.5 28,676 3.1 

計 7,779,796 52.2 7,746,868 45.7 32,928 0.4 

投 

資 

的 

経 

費 

普通建設事業費 

（補  助） 
1,334,030 8.9 2,682,214 15.8 △ 1,348,184 △ 50.3 

普通建設事業費 

（単  独） 
711,090 4.8 1,509,294 8.9 △ 798,204 △ 52.9 

災害復旧事業費 4,075 0.0 504 0.0 3,571 708.5 

計 2,049,195 13.7 4,192,012 24.7 △ 2,142,817 △ 51.1 

そ 

の 

他 

の 

経 

費 

公  債  費 3,022,157 20.3 2,831,313 16.7 190,844 6.7 

積  立  金 121,507 0.8 230,325 1.4 △ 108,818 △47.2 

投資及び出資金・ 

貸付金 
110,000 0.7 111,500 0.7 △ 1,500 △ 1.3 

繰  出  金 1,826,105 12.3 1,826,157 10.8 △ 52 0.0 

計 5,079,769 34.1 4,999,295 29.6 80,474 1.6 

合    計 14,908,760 100.0 16,938,175 100.0 △ 2,029,415 △ 12.0 

 

 消費的経費は７７億７，９７９万６千円で、人件費、物件費が減少したものの、維持補修費、扶助費、

補助費等の増加により、前年度に比較して３，２９２万８千円（0.4％）増加している。 

 投資的経費は２０億４，９１９万５千円で、普通建設事業費（補助・単独）の減少により、前年度に

比較して２１億４，２８１万７千円（51.1％）減少している。 

 その他の経費は５０億７，９７６万９千円で、前年度に比較して８，０４７万４千円（1.6％）増加

している。 

 この結果、各経費の構成比率を前年度に比較すると、消費的経費は 6.5 ポイント増の 52.2％、投資的

経費は 11.0 ポイント減の 13.7％、その他の経費は 4.5 ポイント増の 34.1％となっている。 
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特別会計決算審査概特別会計決算審査概特別会計決算審査概特別会計決算審査概要要要要    

 

１．特別会計総計決算の概要 

  特別会計として区分された６事業の予算総額は、５９億１，４６８万８，０００円、これに対する

決算額は、歳入総額５９億３，４６６万４，２０８円（予算に対する執行率１００．３％）、歳出総

額５８億５，６３１万２，２３３円（予算に対する執行率９９．０％）、歳入歳出差引額は７，８３

５万１，９７５円である。 

  各会計別決算は、次のとおりである。 

（単 位：円、％） 

             

 

 

予  算  額 

（Ａ） 

決  算  額 

（Ｂ） 

比 較 増 減 

（ Ｂ） －（Ａ） 

執  行  率 

（Ｂ）／（Ａ） 

国民健康保険事業特別会計

事業勘定 

歳 入 3,423,430,000 3,430,112,354 6,682,354 100.2 

歳 出 3,423,430,000 3,399,671,668 △23,758,332  99.3  

差引残額 0 30,440,686 － － 

国民健康保険事業特別会計

施設勘定 

歳 入 76,756,000 85,113,371 8,357,371 110.9 

歳 出 76,756,000 71,759,197 △ 4,996,803 93.5 

差引残額 0 13,354,174 － － 

後期高齢者医療特別会計 

歳 入 279,953,000 280,968,348 1,015,348 100.4 

歳 出 279,953,000 279,353,593 △ 599,407  99.8 

差引残額 0 1,614,755 － － 

簡易水道特別会計 

歳 入 549,351,000 549,339,954 △11,046 100.0 

歳 出 549,351,000 549,339,954 △11,046 100.0 

差引残額 0 0 － － 

公共下水道事業特別会計 

歳 入 1,152,667,000 1,161,878,798 9,211,798 100.8 

歳 出 1,152,667,000 1,136,182,184 △16,484,816  98.6 

差引残額 0 25,696,614 － － 

農業集落排水事業特別会計 

歳 入 432,531,000 427,251,383 △5,279,617 98.8 

歳 出 432,531,000 420,005,637 △12,525,363 97.1 

差引残額 0 7,245,746 － － 

合     計 

歳 入 5,914,688,000 5,934,664,208 19,976,208 100.3 

歳 出 5,914,688,000 5,856,312,233 △58,375,767 99.0 

差引残額 0 78,351,975 － － 
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２．各 会 計 の 概 要 

（１）国民健康保険事業特別会計事業勘定 

①決算の概要 
                                              （単位：円、％） 

区 分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 
予算執行率 

歳 入 歳 出 

平成 28 年度 3,423,430,000 3,430,112,354 3,399,671,668 30,440,686 100.2 99.3 

平成 27 年度 3,576,144,000 3,583,033,408 3,557,570,909 25,462,499 100.2 99.5 

比較増減 △152,714,000 △152,921,054 △157,899,241 4,978,187 0.0 △0.2 

増 減 率 △4.3 △4.3 △4.4 19.6 － － 

 

本年度決算額は、予算現額３４億２，３４３万円に対して、歳入決算額が３４億３，０１１万２，３

５４円（執行率 100.2％）、歳出決算額が３３億９，９６７万１，６６８円（執行率 99.3％）で、歳入

歳出差引額は３，０４４万６８６円となっている。 

前年度と比較すると、歳入が１億５，２９２万１，０５４円（4.3％）の減、歳出が１億５，７８９

万９，２４１円（4.4％）の減となっている。 

 

②歳  入 

ア．歳入決算状況 
（単位：円、％） 

区 分 予算現額 調定額(A) 収入済額(B) 不納欠損額 収入未済額 
収 入 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 3,423,430,000 3,569,495,297 3,430,112,354 944,600 138,438,343 96.1 

平成 27 年度 3,576,144,000 3,734,083,968 3,583,033,408 3,333,806 147,716,754 96.0 

比較増減 △152,714,000 △164,588,671 △152,921,054 △2,389,206 △ 9,278,411 0.1 

増 減 率 △ 4.3 △ 4.4 △ 4.3 △71.7 △ 6.3 － 

 

歳入の決算状況は、予算現額３４億２，３４３万円、調定額３５億６，９４９万５，２９７円、収入

済額３４億３，０１１万２，３５４円、不納欠損額９４万４，６００円、収入未済額１億３，８４３万

８，３４３円、調定額に対する収入率は 96.1％となっている。 

 不納欠損額及び収入未済額は、いずれも国民健康保険税である。 
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イ．歳入款別決算状況 

（単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 調 定 額  収 入 済 額 
不  納 

欠 損 額 
収入未済額 

収 入 割 合 

予 算 

対 比 

調 定

対 比 

構 成

比 率 

1.国民健康保

険税 
516,768,000 660,998,354 521,615,411 944,600 138,438,343 100.9 78.9 15.2 

2.一部負担金 2,000 0 0 0 0 0.0 － － 

3.使用料及び

手数料 
300,000 317,700 317,700 0 0 105.9 100.0 0.0 

4.国庫支出金 612,197,000 612,267,177 612,267,177 0 0 100.0 100.0 17.8 

5.療養給付費

交付金 
166,977,000 166,977,846 166,977,846 0 0 100.0 100.0 4.9 

6.前期高齢者

交付金 
1,030,621,000 1,030,621,887 1,030,621,887 0 0 100.0 100.0 30.0 

7.県 支 出 金 168,139,000 168,139,542 168,139,542 0 0 100.0 100.0 4.9 

8.共同事業交

付金 
691,958,000 691,959,236 691,959,236 0 0 100.0 100.0 20.2 

9.財 産 収 入 46,000 46,847 46,847 0 0 101.8 100.0 0.0 

10.繰 入 金 210,310,000 210,311,286 210,311,286 0 0 100.0 100.0 6.1 

11.繰 越 金 25,462,000 25,462,499 25,462,499 0 0 100.0 100.0 0.8 

12.諸 収 入 650,000 2,392,923 2,392,923 0 0 368.1 100.0 0.1 

合   計 3,423,430,000 3,569,495,297 3,430,112,354 944,600 138,438,343 100.2 96.1 100.0 

  

款別の収入済額では、前期高齢者交付金１０億３，０６２万１，８８７円（構成比率 30.0％）が最も

多く、次いで共同事業交付金６億９，１９５万９，２３６円（構成比率 20.2％）、国庫支出金６億１，

２２６万７，１７７円（構成比率 17.8％）、国民健康保険税５億２，１６１万５，４１１円（構成比率

15.2％）の順となっている。 
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③歳  出 

ア．歳出決算状況 
（単位：円、％） 

区  分 予算現額(A) 支出済額(B) 
翌年度繰越額 

(C) 

不 用 額 

A－(B+C) 

執 行 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 3,423,430,000 3,399,671,668 0 23,758,332 99.3 

平成 27 年度 3,576,144,000 3,557,570,909 0 18,573,091 99.5 

比 較 増 減 △152,714,000 △157,899,241 0 5,185,241 △0.2 

増 減 率 △4.3 △4.4 － 27.9 － 

  

 歳出の決算状況は、予算現額３４億２，３４３万円、支出済額３３億９，９６７万１，６６８円、不

用額２，３７５万８，３３２円、予算執行率は 99.3％となっている。 

 

イ．歳出款別決算状況 
（単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 
執 行 割 合 

予算対比 構成比率 

1.総 務 費 13,652,000 12,487,632 0 1,164,368  91.5  0.4 

2.保 険 給 付 費 2,103,128,000 2,102,291,458 0 836,542 100.0 61.8 

3.後期高齢者支

援金等 
369,960,000 369,901,342 0 58,658 100.0 10.9 

4.前期高齢者納

付金等 
281,000 270,514 0 10,486  96.3  0.0 

5.老人保健拠出

金 
20,000 11,584 0 8,416  57.9  0.0 

6.介 護 納 付 金 146,107,000 146,106,178 0 822 100.0  4.3 

7.共同事業拠出

金 
729,511,000 729,317,541 0 193,459 100.0 21.4 

8.保 健 事 業 費 27,371,000 26,486,097 0 884,903  96.8  0.8 

9.基 金 積 立 金 1,000 0 0 1,000  0.0 － 

10.公 債 費 1,000 0 0 1,000  0.0 － 

11.諸 支 出 金 13,398,000 12,799,322 0 598,678 95.5  0.4 

12.予 備 費 20,000,000 0 0 20,000,000  0.0 － 

合      計 3,423,430,000 3,399,671,668 0 23,758,332 99.3 100.0 
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款別の支出済額では、保険給付費２１億２２９万１，４５８円（構成比率 61.8％）が最も多く、次い

で共同事業拠出金７億２，９３１万７，５４１円（構成比率 21.4％）、後期高齢者支援金等３億６，９

９０万１，３４２円（構成比率 10.9％）の順となっている。 

 

（２）国民健康保険事業特別会計施設勘定 

①決算の概要 

                                             （単位：円、％） 

区 分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 
予 算 執 行 率 

歳 入 歳 出 

平成 28 年度 76,756,000 85,113,371 71,759,197 13,354,174 110.9 93.5 

平成 27 年度 79,442,000 86,450,889 73,845,553 12,605,336 108.8 93.0 

比較増減 △ 2,686,000 △ 1,337,518 △ 2,086,356  748,838 2.1 0.5 

増 減 率 △ 3.4 △ 1.5 △ 2.8 5.9 － － 

 

本年度決算額は、予算現額７，６７５万６，０００円に対して、歳入決算額が８，５１１万３，３７

１円（執行率 110.9％）、歳出決算額が７，１７５万９，１９７円（執行率 93.5％）で、歳入歳出差引

額は１，３３５万４，１７４円となっている。 

前年度と比較すると、歳入が１３３万７，５１８円（1.5％）の減、歳出が２０８万６，３５６円（2.8％）

の減となっている。 

 

②歳  入 

ア．歳入決算状況 
（単位：円、％） 

区 分 予算現額 調定額(A) 収入済額(B) 不納欠損額 収入未済額 
収 入 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 76,756,000 85,113,371 85,113,371 0 0 100.0 

平成 27 年度 79,442,000 86,450,889 86,450,889 0 0 100.0 

比較増減 △ 2,686,000 △ 1,337,518 △ 1,337,518 0 0 0.0 

増 減 率 △ 3.4 △ 1.5 △ 1.5 － － － 

 

歳入の決算状況は、予算現額７，６７５万６，０００円、調定額８，５１１万３，３７１円、収入済

額８，５１１万３，３７１円、調定額に対する収入率は 100％となっている。 
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イ．歳入款別決算状況 

（単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 調 定 額  収 入 済 額 

不  納 

欠 損 額 

収 入 

未済額 

収 入 割 合 

予 算 
対 比 

調 定
対 比 

構 成
比 率 

1.診 療 収 入 49,730,000 57,746,542 57,746,542 0 0 116.1 100.0 67.8 

2.使用料及び 

手数料 
432,000 571,050 571,050 0 0 132.2 100.0 0.7 

3.財 産 収 入 31,000 31,065 31,065 0 0 100.2 100.0 0.0 

4.繰 入 金 13,658,000 13,658,000 13,658,000 0 0 100.0 100.0 16.1 

5.繰 越 金 12,605,000 12,605,336 12,605,336 0 0 100.0 100.0 14.8 

6.諸 収 入 300,000 501,378 501,378 0 0 167.1 100.0 0.6 

合   計 76,756,000 85,113,371 85,113,371 0 0 110.9 100.0 100.0 

 

款別の収入済額では、診療収入５，７７４万６，５４２円（構成比率 67.8％）が最も多く、次いで繰

入金１，３６５万８，０００円（構成比率 16.1％）、繰越金１，２６０万５，３３６円（構成比率 14.8％）

の順となっている。 

 

③歳  出 

ア．歳出決算状況 
（単位：円、％） 

区  分 予算現額(A) 支出済額(B) 
翌年度繰越額 

(C) 

不 用 額 

A－(B+C) 

執 行 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 76,756,000 71,759,197 0 4,996,803 93.5 

平成 27 年度 79,442,000 73,845,553 0 5,596,447 93.0 

比 較 増 減 △ 2,686,000 △ 2,086,356 0 △ 599,644 0.5 

増 減 率 △ 3.4 △ 2.8 － △ 10.7 － 

  

 歳出の決算状況は、予算現額７，６７５万６，０００円、支出済額７，１７５万９，１９７円、不用

額４９９万６，８０３円、予算執行率は 93.5％となっている。 
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イ．歳出款別決算状況 

（単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 

執 行 割 合 

予算対比 構成比率 

1.総 務 費 62,433,000 60,742,781 0 1,690,219 97.3 84.7 

2.医 業 費 10,652,000 9,275,382 0 1,376,618 87.1 12.9 

3.公 債 費 1,000 0 0 1,000 0.0 － 

4.諸 支 出 金 1,994,000 1,741,034 0 252,966 87.3  2.4 

5.予 備 費 1,676,000 0 0 1,676,000 0.0 －  

合      計 76,756,000 71,759,197 0 4,996,803 93.5 100.0 

  

款別の支出済額では、総務費６，０７４万２，７８１円（構成比率 84.7％）が最も多く、次いで医業

費９２７万５，３８２円（構成比率 12.9％）、諸支出金１７４万１，０３４円（構成比率 2.4％）の順

となっている。 

 

（３）後期高齢者医療特別会計 

①決算の概要 

                                              （単位：円、％） 

区 分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 
予算執行率 

歳 入 歳 出 

平成 28 年度 279,953,000 280,968,348 279,353,593 1,614,755 100.4 99.8 

平成 27 年度 268,539,000 269,247,301 267,779,201 1,468,100 100.3 99.7 

比較増減 11,414,000 11,721,047 11,574,392 146,655 0.1 0.1 

増 減 率 4.3 4.4 4.3 10.0 － － 

 

本年度決算額は、予算現額２億７，９９５万３，０００円に対して、歳入決算額が２億８，０９６万

８，３４８円（執行率 100.4％）、歳出決算額２億７，９３５万３，５９３円（執行率 99.8％）で、歳

入歳出差引額は１６１万４，７５５円となっている。 

前年度と比較すると、歳入が１，１７２万１，０４７円（4.4％）の増、歳出が１，１５７万４，３

９２円（4.3％）の増となっている。 
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②歳  入 

ア．歳入決算状況 
（単位：円、％） 

区 分 予算現額 調定額(A) 収入済額(B) 不納欠損額 収入未済額 
収 入 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 279,953,000 282,700,706 280,968,348 0 1,732,358 99.4 

平成 27 年度 268,539,000 270,640,759 269,247,301 30,300 1,363,158 99.5 

比較増減 11,414,000 12,059,947 11,721,047 △ 30,300 369,200 △0.1 

増 減 率 4.3 4.5 4.4 △ 100.0 27.1 － 

 

歳入の決算状況は、予算現額２億７，９９５万３，０００円、調定額２億８，２７０万７０６円、収

入済額２億８，０９６万８，３４８円、不納欠損額０円、収入未済額１７３万２，３５８円、調定額に

対する収入率は 99.4％となっている。 

収入未済額は、全て後期高齢者医療保険料である。 

  
 
イ．歳入款別決算状況 

                                                  （単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 調 定 額  収 入 済 額 

不  納 

欠 損 額 

収入未済額 

収 入 割 合 

予 算 
対 比 

調 定
対 比 

構 成
比 率 

1.後期高齢者

医療保険料 
193,769,000 196,586,358 194,854,000 0 1,732,358 100.6 99.1 69.3 

2.使用料及び

手数料 
36,000 43,200 43,200 0 0 120.0 100.0 0.0  

3.繰 入 金 84,462,000 84,461,948 84,461,948 0 0 100.0 100.0 30.1 

4.繰 越 金 1,468,000 1,468,100 1,468,100 0 0 100.0 100.0 0.5 

5.諸 収 入 218,000 141,100 141,100 0 0 64.7 100.0 0.1 

合   計 279,953,000 282,700,706 280,968,348 0 1,732,358 100.4 99.4 100.0 

 

款別の収入済額では、後期高齢者医療保険料１億９，４８５万４，０００円（構成比率 69.3％）が最

も多く、次いで繰入金８，４４６万１，９４８円（構成比率 30.1％）の順となっている。 
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③歳  出 

ア．歳出決算状況 
（単位：円、％） 

区  分 予算現額(A) 支出済額(B) 
翌年度繰越額 

(C) 

不 用 額 

A－(B+C) 

執 行 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 279,953,000 279,353,593 0 599,407 99.8 

平成 27 年度 268,539,000 267,779,201 0 759,799 99.7 

比 較 増 減 11,414,000 11,574,392 0 △ 160,392 0.1 

増 減 率 4.3 4.3 － △ 21.1 － 

  

 歳出の決算状況は、予算現額２億７，９９５万３，０００円、支出済額２億７，９３５万３，５９３

円、不用額５９万９，４０７円、予算執行率は 99.8％となっている。 

 
 
イ．歳出款別決算状況 

（単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 

執 行 割 合 

予算対比 構成比率 

1.総 務 費 2,582,000 2,245,933 0 336,067 87.0  0.8 

2.後期高齢者医療

広域連合納付金 
277,061,000 276,970,360 0 90,640 100.0 99.2 

3.諸 支 出 金 225,000 137,300 0 87,700 61.0  0.0 

4.予 備 費 85,000 0 0 85,000 0.0 －  

合      計 279,953,000 279,353,593 0 599,407 99.8 100.0  

 

款別の支出済額では、後期高齢者医療広域連合納付金２億７，６９７万３６０円（構成比率 99.2％）

が支出額の大部分を占めている。 
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（４）簡易水道特別会計 

①決算の概要 

                                              （単位：円、％） 

区 分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 
予 算 執 行 率 

歳 入 歳 出 

平成 28 年度 549,351,000 549,339,954 549,339,954 0 100.0 100.0 

平成 27 年度 352,661,000 353,213,935 350,095,042 3,118,893 100.2 99.3 

比較増減 196,690,000 196,126,019 199,244,912 △ 3,118,893 △ 0.2 0.7 

増 減 率 55.8 55.5 56.9 △ 100.0 － － 

 

本年度決算額は、予算現額５億４，９３５万１，０００円に対して、歳入決算額が５億４，９３３万

９，９５４円（執行率 100.0％）、歳出決算額が５億４，９３３万９，９５４円（執行率 100.0％）で、

歳入歳出差引額は０円となっている。 

前年度と比較すると、歳入が１億９，６１２万６，０１９円（55.5％）の増、歳出が１億９，９２４

万４，９１２円（56.9％）の増となっている。 

 

 

②歳  入 

ア．歳入決算状況 
（単位：円、％） 

区 分 予算現額 調定額(A) 収入済額(B) 不納欠損額 収入未済額 
収 入 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 549,351,000 551,787,895 549,339,954 0 2,447,941 99.6 

平成 27 年度 352,661,000 354,677,578 353,213,935 38,836 1,424,807 99.6 

比較増減 196,690,000 197,110,317 196,126,019 △38,836 1,023,134 0.0 

増 減 率 55.8 55.6 55.5 △100.0 71.8 － 

 

歳入の決算状況は、予算現額５億４，９３５万１，０００円、調定額５億５，１７８万７，８９５円、

収入済額５億４，９３３万９，９５４円、収入未済額２４４万７，９４１円、調定額に対する収入率は

99.6％となっている。 

収入未済額は水道使用料及び水道手数料である。 
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イ．歳入款別決算状況 
（単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 調 定 額  収 入 済 額 

不  納 

欠 損 額 

収入未済額 

収 入 割 合 

予 算
対 比 

調 定
対 比 

構 成
比 率 

1.使用料及び 

手数料 
21,030,000 23,478,938 21,030,997 0 2,447,941 100.0 89.6 3.8 

2.国庫支出金 52,751,000 52,751,000 52,751,000 0 0 100.0 100.0 9.6 

3.繰 入 金 31,199,000 31,184,803 31,184,803 0 0 100.0 100.0  5.7 

4.繰 越 金 3,118,000 3,118,893 3,118,893 0 0 100.0 100.0  0.6 

5.諸 収 入 19,753,000 19,754,261 19,754,261 0 0 100.0 100.0 3.6 

6.市   債 421,500,000 421,500,000 421,500,000 0 0 100.0 100.0  76.7 

合   計 549,351,000 551,787,895 549,339,954 0 2,447,941 100.0 99.6 100.0 

 

款別の収入済額では、市債４億２，１５０万円（構成比率 76.7％）が最も多く、次いで国庫支出金５，

２７５万１，０００円（構成比率 9.6％）、繰入金３，１１８万４，８０３円（構成比率 5.7％）、使用

料及び手数料２，１０３万９９７円（構成比率 3.8％）の順となっている。 

 

 

③歳  出 

ア．歳出決算状況 
（単位：円、％） 

区  分 予算現額(A) 支出済額(B) 
翌年度繰越額 

(C) 

不 用 額 

A－(B+C) 

執 行 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 549,351,000 549,339,954 0 11,046 100.0 

平成 27 年度 352,661,000 350,095,042 0 2,565,958 99.3 

比 較 増 減 196,690,000 199,244,912 0 △ 2,554,912 0.7 

増 減 率 55.8 56.9 － △ 99.6 － 

  

 歳出の決算状況は、予算現額５億４，９３５万１，０００円、支出済額５億４，９３３万９，９５４

円、不用額１万１，０４６円、予算執行率は 100.0％となっている。 
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イ．歳出款別決算状況 

（単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 

執 行 割 合 

予算対比 構成比率 

1.総 務 費 29,349,000 29,340,447 0 8,553 100.0 5.3 

2.事 業 費 486,052,000 486,050,283 0 1,717 100.0 88.5 

3.公 債 費 33,950,000 33,949,224 0 776 100.0 6.2 

4.予 備 費 0 0 0 0   0.0 － 

合      計 549,351,000 549,339,954 0 11,046 100.0 100.0 

 

款別の支出済額では、事業費４億８，６０５万２８３円（構成比率 88.5％）が最も多く、次いで公債

費３，３９４万９，２２４円（構成比率 6.2％）、総務費２，９３４万４４７円（構成比率 5.3％）の順

となっている。 

 

 

（５）公共下水道事業特別会計 

①決算の概要 

                                              （単位：円、％） 

区 分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 
予 算 執 行 率 

歳 入 歳 出 

平成 28 年度 1,152,667,000 1,161,878,798 1,136,182,184 25,696,614 100.8 98.6 

平成 27 年度 1,206,802,000 1,209,853,648 1,181,140,075 28,713,573 100.3 97.9 

比較増減 △54,135,000 △47,974,850 △44,957,891 △3,016,959 0.5 0.7 

増 減 率 △ 4.5 △ 4.0 △ 3.8 △ 10.5 － － 

 

本年度決算額は、予算現額１１億５，２６６万７，０００円に対して、歳入決算額が１１億６，１８

７万８，７９８円（執行率 100.8％）、歳出決算額１１億３，６１８万２，１８４円（執行率 98.6％）

で、歳入歳出差引額は２，５６９万６，６１４円となっている。 

前年度と比較すると、歳入が４，７９７万４，８５０円（4.0％）の減、歳出が４，４９５万７，８

９１円（3.8％）の減となっている。 
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②歳  入 

ア．歳入決算状況 
（単位：円、％） 

区 分 予算現額 調定額(A) 収入済額(B) 不納欠損額 収入未済額 
収 入 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 1,152,667,000 1,164,810,794 1,161,878,798 111,155 2,820,841 99.7 

平成 27 年度 1,206,802,000 1,213,105,383 1,209,853,648 211,885 3,039,850 99.7 

比較増減 △54,135,000 △48,294,589 △47,974,850 △ 100,730 △ 219,009 0.0 

増 減 率 △ 4.5 △ 4.0 △ 4.0 △47.5 △ 7.2 － 

 

歳入の決算状況は、予算現額１１億５，２６６万７，０００円、調定額１１億６，４８１万７９４円、

収入済額１１億６，１８７万８，７９８円、不納欠損額１１万１，１５５円、収入未済額２８２万８４

１円、調定額に対する収入率は 99.7％となっている。 

不納欠損額及び収入未済額は、受益者負担金及び下水道使用料である。 

 
イ．歳入款別決算状況 

（単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 調 定 額  収 入 済 額 

不  納 

欠 損 額 

収入未済額 

収 入 割 合 

予 算 
対 比 

調 定
対 比 

構 成
比 率 

1.分担金及び 

負担金 
7,490,000 10,157,300 8,656,500 110,000 1,390,800 115.6 85.2 0.8 

2.使用料及び 

手数料 
214,695,000 224,172,621 222,741,425 1,155 1,430,041 103.7 99.4 19.2 

3.国庫支出金 52,700,000 52,700,000 52,700,000 0 0 100.0 100.0 4.5 

4.繰 入 金 530,236,000 530,236,000 530,236,000 0 0 100.0 100.0 45.6 

5.繰 越 金 28,713,000 28,713,573 28,713,573 0 0 100.0 100.0 2.5 

6.諸 収 入 10,433,000 10,431,300 10,431,300 0 0 100.0 100.0 0.9 

7.市   債 308,400,000 308,400,000 308,400,000 0 0 100.0 100.0 26.5 

合   計 1,152,667,000 1,164,810,794 1,161,878,798 111,155 2,820,841 100.8 99.7 100.0 

 

款別の収入済額では、繰入金５億３，０２３万６，０００円（構成比率 45.6％）が最も多く、次いで

市債３億８４０万円（構成比率 26.5％）、使用料及び手数料２億２，２７４万１，４２５円（構成比率

19.2.％）、国庫支出金５，２７０万円（構成比率 4.5％）の順となっている。 
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③歳  出 

ア．歳出決算状況 
（単位：円、％） 

区  分 予算現額(A) 支出済額(B) 
翌年度繰越額 

(C) 

不 用 額 

A－(B+C) 

執 行 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 1,152,667,000 1,136,182,184 0 16,484,816 98.6 

平成 27 年度 1,206,802,000 1,181,140,075 15,004,000 10,657,925 97.9 

比 較 増 減 △54,135,000 △44,957,891 △15,004,000 5,826,891 0.7 

増 減 率 △ 4.5 △ 3.8 △100.0 54.7 － 

  

 歳出の決算状況は、予算現額１１億５，２６６万７，０００円、支出済額１１億３，６１８万２，１

８４円、不用額１，６４８万４，８１６円、予算執行率は 98.6％となっている。 

 

 

 

イ．歳出款別決算状況 

（単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 

執 行 割 合 

予算対比 構成比率 

1.総 務 費 226,285,000 217,570,920 0 8,714,080 96.1 19.2 

2.事 業 費 152,087,000 145,903,164 0 6,183,836 95.9 12.8 

3.公 債 費 772,709,000 772,708,100 0 900 100.0 68.0 

4.予 備 費 1,586,000 0 0 1,586,000 0.0 － 

合      計 1,152,667,000 1,136,182,184 0 16,484,816 98.6 100.0 

 

款別の支出済額では、公債費７億７，２７０万８，１００円（構成比率 68.0％）が最も多く、次いで

総務費２億１，７５７万９２０円（構成比率 19.2％）、事業費１億４，５９０万３，１６４円（構成比

率 12.8％）の順となっている。 
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（６）農業集落排水事業特別会計 

①決算の概要 

                                              （単位：円、％） 

区 分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 
予 算 執 行 率 

歳 入 歳 出 

平成 28 年度 432,531,000 427,251,383 420,005,637 7,245,746 98.8 97.1 

平成 27 年度 465,154,000 464,920,483 461,114,725 3,805,758 99.9 99.1 

比較増減 △32,623,000 △37,669,100 △41,109,088 3,439,988 △ 1.1 △ 2.0 

増 減 率 △7.0 △8.1 △8.9 90.4 － － 

 

本年度決算額は、予算現額４億３，２５３万１，０００円に対して、歳入決算額が４億２，７２５万

１，３８３円（執行率 98.8％）、歳出決算額が４億２，０００万５，６３７円（執行率 97.1％）で、

歳入歳出差引額は７２４万５，７４６円となっている。 

前年度と比較すると、歳入が３，７６６万９，１００円（8.1％）の減、歳出が４，１１０万９，０

８８円（8.9％）の減となっている。 

 

②歳  入 

ア．歳入決算状況 
（単位：円、％） 

区 分 予算現額 調定額(A) 収入済額(B) 不納欠損額 収入未済額 
収 入 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 432,531,000 428,390,033 427,251,383 36,864 1,101,786 99.7 

平成 27 年度 465,154,000 467,086,557 464,920,483 88,437 2,077,637 99.5 

比較増減 △32,623,000 △38,696,524 △37,669,100 △ 51,573 △ 975,851 0.2 

増 減 率 △7.0 △8.3 △8.1 △58.3 △ 47.0 － 

 

歳入の決算状況は、予算現額４億３，２５３万１，０００円、調定額４億２，８３９万３３円、収入

済額４億２，７２５万１，３８３円、不納欠損額３万６，８６４円、収入未済額１１０万１，７８６円、

調定額に対する収入率は 99.7％となっている。 
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イ．歳入款別決算状況 

                                                 （単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 調 定 額  収 入 済 額 

不  納 

欠 損 額 

収入未済額 

収 入 割 合 

予 算 
対 比 

調 定
対 比 

構 成
比 率 

1.分担金及び 

負担金 
1,000 0 0 0 0 0.0 － － 

2.使用料及び 

手数料 
81,650,000 83,110,421 81,971,771 36,864 1,101,786 100.4 98.6 19.2 

3.県 支 出 金 1,000 0 0 0 0 0.0 － － 

4.財 産 収 入 41,000 41,849 41,849 0 0 102.0 100.0 0.0 

5.繰 入 金 234,179,000 234,179,000 234,179,000 0 0 100.0 100.0 54.8 

6.繰 越 金 3,805,000 3,805,758 3,805,758 0 0 100.0 100.0 0.9 

7.諸 収 入 8,854,000 3,253,005 3,253,005 0 0 36.7 100.0 0.8 

8.市   債 104,000,000 104,000,000 104,000,000 0 0 100.0 100.0 24.3 

合   計 432,531,000 428,390,033 427,251,383 36,864 1,101,786 98.8 99.7 100.0 

款別の収入済額では、繰入金２億３，４１７万９，０００円（構成比率 54.8％）が最も多く、次いで

市債１億４００万円（構成比率 24.3％）、使用料及び手数料８，１９７万１，７７１円（構成比率 19.2％）

の順となっている。 

不納欠損額及び収入未済額は、使用料である。 

 

③歳  出 

ア．歳出決算状況 
（単位：円、％） 

区  分 予算現額(A) 支出済額(B) 
翌年度繰越額 

(C) 

不 用 額 

A－(B+C) 

執 行 率 

(B)/(A) 

平成 28 年度 432,531,000 420,005,637 7,412,000 5,113,363 97.1 

平成 27 年度 465,154,000 461,114,725 0 4,039,275 99.1 

比 較 増 減 △32,623,000 △41,109,088 7,412,000 1,074,088 △ 2.0 

増 減 率 △7.0 △8.9 皆増 26.6 － 

  

 歳出の決算状況は、予算現額４億３，２５３万１，０００円、支出済額４億２，０００万５，６３７

円、翌年度繰越額７４１万２，０００円、不用額５１１万３，３６３円、予算執行率は 97.1％となって
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いる。 

イ．歳出款別決算状況 

（単位：円、％） 

科  目 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 

執 行 割 合 

予算対比 構成比率 

1.総 務 費 111,415,000 101,890,933 7,412,000 2,112,067 91.5 24.3 

2.公 債 費 318,116,000 318,114,704 0 1,296 100.0 75.7 

3.予 備 費 3,000,000 0 0 3,000,000   0.0 － 

合      計 432,531,000 420,005,637 7,412,000 5,113,363 97.1 100.0 

 

款別の支出済額では、公債費３億１，８１１万４，７０４円（構成比率 75.7％）が最も多く、次いで

総務費１億１８９万９３３円（構成比率 24.3％）の順となっている。 
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実 質 収 支 に 関 す る 調実 質 収 支 に 関 す る 調実 質 収 支 に 関 す る 調実 質 収 支 に 関 す る 調 書書書書    

 

（単位：千円） 

会   計   名 歳入合計 歳出合計 
歳入歳出 

差 引 額 

翌年度へ繰越

すべき財源 
実質収支額 

一  般  会  計 15,146,651 14,908,760 237,891 10,165 227,726 

特  

別  

会  

計 

国民健康保険事業特別会計

事業勘定 
3,430,112 3,399,672 30,440 0 30,440 

国民健康保険事業特別会計

施設勘定 
85,113 71,759 13,354 0 13,354 

後期高齢者医療特別会計 280,968 279,354 1,614 0 1,614 

簡易水道特別会計 549,340 549,340 0 0 0 

公共下水道事業特別会計 1,161,879 1,136,182 25,697 0 25,697 

農業集落排水事業特別会計 427,251 420,006 7,245 1,812 5,433 

計 5,934,663 5,856,313 78,350 1,812 76,538 

合      計 21,081,314 20,765,073 316,241 11,977 304,264 

 

(1)一般会計 

  一般会計の歳入歳出差引額は 2 億 3,789 万 1 千円であり、この額から翌年度へ繰越すべき

財源 1,016 万 5 千円を差引いた 2 億 2,772 万 6 千円が実質収支額となる。 

  翌年度へ繰越すべき財源の内訳は、６款農林水産業費 花き集荷施設建設費補助金 174 万

8 千円、森林総合研究所造林事業 1 千円、８款土木費 急傾斜地崩壊対策事業負担金 2 万 4

千円、道路橋梁新設改良事業 831 万 2 千円、10 款教育費 象潟小学校大規模改修事業 8 万円

となっている。 

 

(2)特別会計 

国民健康保険事業特別会計事業勘定、国民健康保険事業特別会計施設勘定、後期高齢者医

療特別会計、簡易水道特別会計、公共下水道事業特別会計はいずれも、歳入歳出差引額が実

質収支額と一致している。 

  農業集落排水事業特別会計の翌年度へ繰越すべき財源は、１款総務費 処理施設等整備事

業 181 万 2 千円となっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財 産 に 関 す る 調財 産 に 関 す る 調財 産 に 関 す る 調財 産 に 関 す る 調 書書書書    
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財 産 に 関 す る 調財 産 に 関 す る 調財 産 に 関 す る 調財 産 に 関 す る 調 書書書書    

 

 公有財産、物品、債権および基金について、財産台帳、関係諸帳簿ならびに有価証券と

決算年度末現在高を照合した結果、その計数は正確であると認めた。 

 財産の決算年度末現在高は、次表のとおりである。 

 

１．公 有 財 産 
 
(1)土地及び建物 

（単  位：㎡） 

区    分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 

行 政 

財 産 

土   地 2,055,715 679 2,056,394 

建   物 162,899 4,407 167,306 

普 通 

財 産 

土   地 44,672,549 △ 2,948 44,669,601 

建   物 1,666 0 1,666 

 

(2)山  林 
（単  位：ha） 

区     分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 

所     有 439.70 0 439.70 

分     収 1,261.69 0 1,261.69 

合     計 1,701.39 0 1,701.39 

 

(3)動  産 

     該 当 な し 

 

(4)物  権 
（単  位：件） 

区     分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 

鉱  業  権 9 0 9 

合     計 9 0 9 
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(5)無体財産権 

     該 当 な し 

 

(6)有価証券 

（単  位：円） 

区    分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 

株    券 25,517,200 0 25,517,200 

 

(7)出資による権利 

（単  位：円） 

区   分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 

出 資 金 46,015,000 0 46,015,000 

出 捐 金 78,190,000 0 78,190,000 

合   計 124,205,000 0 124,205,000 

 

 

２．物   品 
                                   （単  位：台） 

区     分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 

物     品 171 0 171 

 

 

３．債   権 

                                   （単  位：円） 

区     分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 

債     権 8,323,204 △3,645,943 4,677,261 

 

 

 

 

 

 



- 40 - 

４．基   金 
（単  位：円） 

区      分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 

積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立 

財政調整基金 2,403,173,000 67,277,000 2,470,450,000 

減債基金 54,281,000 19,000 54,300,000 

地域振興基金 1,699,266,000 △59,254,000 1,640,012,000 

山﨑科学教育振興基金 234,365,000 △44,692,000 189,673,000 

白瀬南極探検隊記念館施設整

備基金 
182,341,000 44,000 182,385,000 

みらい創造基金 38,433,000 32,440,000 70,873,000 

観光振興基金 261,180,000 △108,010,000 153,170,000 

社会教育施設整備基金 100,028,000 50,034,000 150,062,000 

国民健康保険財政調整基金 127,000,000 21,556,000 148,556,000 

国民健康保険診療所財政調整

基金 
104,045,000 △11,022,000 93,023,000 

農業集落排水事業減債基金 124,041,489 △ 5,864,000 118,177,489 

運 

 

 

 

用 

奨学資金貸付基金 251,197,963 9,177,049 260,375,012 

特別導入事業基金 6,563,060 0 6,563,060 

象潟郷土資料館資料取得基金 10,000,000 0 10,000,000 

高額療養費資金貸付基金 6,000,000 0 6,000,000 

国民健康保険出産費資金貸付

基金 
3,000,000 0 3,000,000 

合     計 5,604,914,512  △48,294,951 5,556,619,561 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 金 運 用 状基 金 運 用 状基 金 運 用 状基 金 運 用 状 況況況況    
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平成２平成２平成２平成２８８８８年度年度年度年度    基金運用状況基金運用状況基金運用状況基金運用状況審査意見審査意見審査意見審査意見     

 

１．審査の対象１．審査の対象１．審査の対象１．審査の対象     

   平成２８年度にかほ市奨学資金貸付基金 

   平成２８年度にかほ市特別導入事業基金 

   平成２８年度にかほ市象潟郷土資料館資料取得基金 

   平成２８年度にかほ市高額療養費資金貸付基金 

   平成２８年度にかほ市国民健康保険出産費資金貸付基金 

      

２２２２     審査の期間審査の期間審査の期間審査の期間     

   平成２９年７月５日から平成２９年８月１７日まで 

 

３３３３     審査の方法審査の方法審査の方法審査の方法     

    各基金の運用状況報告書の計数を預金証書、諸帳簿等により確認するとともに、関

係職員の説明を求め、設置目的にしたがい、確実かつ効率的に運用されているかにつ

いて審査した。 

 

４４４４     審査の結果審査の結果審査の結果審査の結果     

   各基金とも設置目的に沿って適正かつ効率的に運用されており、計数は預金証書及

び関係諸帳簿等と符合し正確であると認めた。 

 

５５５５     各基金の運用状況各基金の運用状況各基金の運用状況各基金の運用状況     

(1)にかほ市奨学資金貸付基金     

（単 位：円） 

区   分 
基     金     額 

預 金 残 高 未 償 還 額 計 

前年度末現在高 3,112,663 248,085,300 251,197,963 

決算年度末現在高 9,331,512 251,043,500 260,375,012 

年 度 中 運 用 状 況 
繰  入  額 

貸  与  額 償  還  額 

40,920,000 37,961,800 9,177,049 
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(2)にかほ市特別導入事業基金 

（単 位：円） 

区   分 
基     金     額 

預 金 残 高 未 償 還 額 計 

前年度末現在高 5,811,060 752,000 6,563,060 

決算年度末現在高 5,811,060 752,000 6,563,060 

年 度 中 運 用 状 況 
繰  入  額 

貸  付  額 償  還  額 

0 0 0 

 

(3)にかほ市象潟郷土資料館資料取得基金 

（単 位：円） 

区   分 前年度末現在高 決算年度中増減高 決算年度末現在高 

現金 預金 10,000,000 0 10,000,000 

年 度 中 運 用 状 況 
繰  入  額 

取  得  高 処  分  高 

0 0 0 

 

(4) にかほ市高額療養費資金貸付基金 

（単 位：円） 

区   分 
基     金     額 

保  管  額 貸 付 残 額 計 

前年度末現在高 5,957,000 43,000 6,000,000 

決算年度末現在高 5,957,000 43,000 6,000,000 

年 度 中 運 用 状 況 
繰  入  額 

貸  付  額 償  還  額 

0 0 0 
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(5)にかほ市国民健康保険出産費資金貸付基金 

（単 位：円） 

区   分 
基     金     額 

保  管  額 貸 付 残 額 計 

前年度末現在高 3,000,000 0 3,000,000 

決算年度末現在高 3,000,000 0 3,000.000 

年 度 中 運 用 状 況 
繰  入  額 

貸  付  額 返  還  額 

0 0 0 

 

 


